
○地域公共交通の維持に係る財政負担増加、利用者減少

・人口減少等により地域公共交通の利用者が減少することに伴い、地域公共交通の維持に係る市町の財政負担が増加。

○バス、タクシー運転手の人材不足、高齢化

・人口減少・高齢化が進み、バス、タクシーの運転手不足が深刻化

○市町間の移動に係る利便性向上（広域連携）

・通学や通院、ショッピングなど地域住民の日常生活における移動範囲は市町の区域を越え、広域的な生活圏を形成している一方、各市町が運営

する地域公共交通は、市町が提供するサービスという性格上、運行区域は市町の区域内に留まることが多い。高齢化のさらなる進行により、自

家用車での移動が困難な住民の増加が見込まれ、自家用車以外の移動手段が求められる中、鉄道も含め、市町の圏域を越えた移動の利便性向上

を図ることが必要。

置賜地域における地域別目標について

置賜管内市町から公立置賜総合病院への公共交通による移動手段の現状を把握し、課題整理を行うため、調査を実施

対象地区から、公共交通を利用し、病院の受付時間までに到着可能かを評価

＜調査結果を踏まえた課題＞

○「行けない」とされる地区が存在

・全61地区のうち、19地区(米沢：10地区 高畠：6地区 小国：3地区）が「行けない」（往路・復路のいずれかが「行けない」）

○復路における利便性の悪さ

・往路が「行ける」でも、復路が「行けない」となる地区が複数存在しており、通院できたとしても、帰宅手段がなく、通院そのものが困難

・往路に比べ、乗換時間が１時間以上かかる地区数が圧倒的に多い(往路：９地区 復路：３１地区）

○乗換が２回以上発生する地区が半数

・乗換回数が増えるほど、「行けない」地区の数が増加する傾向がある。

○市町連携を見据え、調整を図る場がない。

・一部市町において、近隣市町の病院やスーパーへの移動ニーズがあるものの、市町間で調整を図る体制になっていない。

○他市町の地域公共交通に関する理解不足

・市町の圏域を超えた移動において、地域住民が、利用可能な公共交通を十分に理解していない可能性がある。

地域の交通課題

（１）令和６年度置賜地域別部会の意見

（２）公立置賜総合病院への行ける・行けない調査

（３）市町訪問による意見
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（１）置賜総合病院への路線の現状維持・改善

○置賜総合病院へ「行ける」地区は引き続き、維持・確保に努めるとともに、行けるが到着まで時間がかかる地区は、乗換回数の削減など利便性

向上に向けた検討を進める。

（２）置賜総合病院や商業施設等へのアクセス改善に向けた市町間の公共交通の運行効率化と連携強化

○「行けない」地区のうち、高齢化率や移動ニーズ等を考慮し、対応地区の優先順位を設定したうえで、鉄道との接続性や市町間の連携を考慮し

たダイヤ調整の検討を行うほか、必要に応じて、複数市町にまたがる運行体制の検討を行う。

○複数市町が連携した公共交通を検討するためのワーキンググループを設置し、連携した公共交通の運行の検討を行う。

（３）公共交通の利用に関する情報発信強化

→乗換方法をわかりやすく伝える方策や公共交通の認知度を高める方策の実施。

将来像

目標 公立置賜総合病院を核とした市町の圏域を超えた地域公共交通の利便性向上
（地域の実情を踏まえた置賜総合病院や商業施設等へのアクセス改善）

公共交通を使い、通院やお買い物がシームレスにできる移動ストレスの軽減による“良質なライフスタイルの実現”

課題解決に向けた対応

スケジュール ※具体のスケジュールは、各年度において設定し、地域別部会で協議の上、決定

将来像・目標

準備

R7（2025） R8（2026） R9（2027） R10（2028） R11（2029） R12（2030）

○地域別目標の評価・次期目標の検討

（１）置賜総合病院への路線の現状維持・改善

〇　各市町において路線の維持・改善策を実施

（２）市町間の公共交通の運行効率化と連携強化

〇　各交通機関の運行ダイヤ・路線等見直し

〇　ワーキンググループの設置・連携手法の検討

（３）公共交通の利用に関する情報発信強化

〇　公共交通マップの作成

〇　市町間で連携した公共交通PR

次期山形県地域公共交通計画期間

■県地域公共交通計画策定に向けた取組み

■地域別目標の達成に向けた取組み

取組み
年度

新たな目標の検討・協議・確定

目標の評価・見直し

対応地区の優先順位の整理・連携したダイヤの検討 連携したダイヤの設定・見直し

市町連携WGの設置・連携の課題整理連携手法の検討
連携した公共交通の運行に向けた準備・実施・検証

方向性検討・素案作成

〇の地区の路線維持策や△の地区の利便性向上に向けた改善策を検討・実施

掲載ダイヤ

照会
作成作業 随時更新

PR手法の検討 PR実施・検証


